
 

 

意   見   書 

 
                                            三重県公共事業評価審査委員会 
 
１ 経  過 

 
 平成１９年７月１３日に開催した平成１９年度第１回三重県公共事業評価審査委員会に

おいて、県より広域漁港整備事業１箇所および下水道事業６箇所の審査依頼を受けた。 
広域漁港整備事業に関して、同年７月１３日に開催した第１回委員会及び同年８月２４

日に開催した第３回委員会において、市の担当職員から事業説明を受けるとともに、審査

資料に基づき審査を行った。 
また下水道事業５箇所に関して、同年８月２４日に開催した第３回委員会において、県

及び市町の担当職員から事業説明を受けるとともに、審査資料に基づき審査を行った。 
また下水道事業１箇所に関して、同年８月８日に開催した第２回委員会及び同年８月２

４日に開催した第３回委員会において、市の担当職員から事業説明を受けるとともに、審

査資料に基づき審査を行った。 
 

２  意  見 
 
  審査対象事業に関して慎重な審査を行った結果、以下のような意見を委員会としてとり
まとめ、三重県知事に対して答申するものである。 
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９番 中勢
ちゅうせい

沿岸
えんがん

流域下
りゅういきげ

水道
すいどう

（雲出川左岸
くもずがわさがん

処理
しょり

区
く

） 

１０番 宮川
みやがわ

流域下
りゅういきげ

水道
すいどう

（宮川
みやがわ

処理
しょり

区
く

） 

 
（２）広域漁港整備事業［市町等事業］ 
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（３）下水道事業［市町等事業］ 
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９番、１０２番については、昭和５６年度に事業着手し平成１０年度に再評価を行いその後

おおむね９年を経過して２回目の再評価を行った継続中の事業である。 
１０番については、平成１０年度に事業着手しその後おおむね９年を経過して継続中の事業

である。 
１０１番については、平成６年度に事業着手し平成１２年度及び平成１４年度に再評価を行

いその後おおむね５年を経過して継続中の事業である。 
１０５番については、平成９年度に事業着手し平成１０年度に再評価を行いその後おおむね

１０年を経過して２回目の再評価を行った継続中の事業である。 
１０９番については、平成１１年度に事業着手しその後おおむね８年を経過して継続中の事

業である。 
１１０番については、平成１７年度に事業着手しその後おおむね２年を経過して継続中の事

業である。 
 
これらの事業で、９番、１０番の再評価を行うに当たり、この事業と一体的に整備している

１０２番、１０９番、１１０番とあわせて再評価を行ったものである。 
 
今回、審査を行った結果、１０５番について事業継続の妥当性が認められたことから事業継

続を了承する。 
９番、１０番、１０２番、１０９番、１１０番については、計画処理人口の算定根拠及びこ

れに基づく下水道施設の処理能力について、妥当性が判断できる説明が不足していた。従って、

これらを説明できる資料の提出をまって再審議とする。 
１０１番については、事業が相当程度進捗し事業効果の発現を促す必要があることから事業

継続を了承する。ただし、事業効果の発現のため、漁業及び観光振興に資する施策の確実な実

施を求めるものである。 
 


